








































































































 主語が 直接 田中は私に本を売ってくれた。(山田 2004:29) 
恩恵を表す 有情名詞 間接 田中は私のために走ってくれた。(山田 2004:29) 
 主語が無情名詞 やっと春がやってくれた。(庵他 2001:164) 
「恩恵」を表さない（皮肉など） 大変なことをしてくれた。(大江 1975：51)  























































表 2 「てくれる」の「非用」に関する習得研究 


















































































































mic-J コーパスは首都大学東京 mic-J 日本語教育 AV リソースサイトに公開されたも
のである。本研究の分析対象としたのは日本人へのインタビュー篇であった。日本人へ





YNU 書き言葉コーパスは日本語母語話者と非母語話者（韓国語・中国語）各 30 名の




験結果を見ると、韓国人留学生の内訳は 1級、N1合わせて 19名、2級、N2 合わせて 3
















                                                   



















































表 3 タスク 2における依頼表現の使用 
 「てくれる」4 その他5 
母語話者 11例 19例 
中国人日本語学習者 14例 16例 
日本語母語話者 



























































表 4 本研究で扱う「てくれる」 

















用法 例文  
 主語が 直接 田中は私に本を売ってくれた。 ○ 
恩恵を表す 有情名詞 間接 田中は私のために走ってくれた。 ○ 
 主語が無情名詞 やっと春がやってくれた。 × 
「恩恵」を表さない（皮肉など） 大変なことをしてくれた。 × 












  レル」で違いはあるか。 
(3)日本語学習者の「てくれる」の「非用」について、知識レベルと産出レベルで違い 







































































表 5 調査方法 

























































一个很棒的生日。请把这件事告诉樱井。                    
 (予備調査) 
(16)上周，你开了生日派对。朋友都带着自己做的菜来了。你度过了一个很棒的生日。请




















Ｎ1 日本語学習者(日本滞在年数 1 年間以上、JSL 学習者)各 20 名、計 40 名であった。
中国国内の大学に在学している中国語を母語とするＮ2、Ｎ1学習者(日本語学科の 3、4



























































ロールプレイ 1 1 0 2 
文完成テスト 1 1 2 4 
選択肢問題 














 選択肢問題テストは 20問からなっている。そのうち、「直接テクレル受益文」は問 2、
6，8，12，15、計 5問であり、「間接テクレル受益文」は 4，10、13、17、20、計 5問
であった。また、ダミー問題は「てくれる」以外の授受表現に関する問題、計 10問で











、みんなが（   ）。 
1）励
はげ
ましてもらった       2）励
はげ
ましてくれた   
3）励
はげ










さんを（   ）。ちょっとすっきりした。 
1）叱
しか
ってくれた   2）叱
しか










































         


























































































































































































題を除いて、残りの 10 問の「てくれる」に関する問題を 1 問 1 点、満点 10 点とした。
それに基づいて採点した結果を表 8に示す。 
 


























表 8に示した JFIは JFL環境における N2学習者のことであり、JSIは JSL環境にお
ける N2学習者のことである。また、JFA は JFL 環境における N1学習者のことであり、























現数(正用数、誤用数)を数えた。その結果を表 9、表 10に示す 
 
表 9 文完成テストの正用数及び正用率(％) 






































表 10 文完成テストの誤用数及び誤用率(％) 
分類 
被験者 
直接ﾃｸﾚﾙ 間接ﾃｸﾚﾙ 補備6 
JFI(20名) 




































































ために、表 10の一部の内容を表 11のようにまとめた。 
 




























































表 12 ロールプレイの正用数及び正用率8(％) 
分類 
































表 13 ロールプレイの誤用数及び誤用率9 (％) 
















































































ために、表 13の一部の内容を表 14のようにまとめた。 
 






































境により異なる。JFL 学習者より JSL 学習者の習得が促進している。また、Ｎ1 学習者
と JSL 環境のＮ2 の「てくれる」の「非用」は「てくれる」の分類により異なり、「直
接テクレル受益文」における「非用」が少ない。 
ロールプレイでは、学習者における「直接テクレル受益文」の「非用」は学習環境に
















個人内における知識と産出を表 15と表 16に示す(カテゴリーごとに太線表示した)。 
 
表 15 個人内における知識と産出(上位 5名) 
   テスト 
被験者 
選択肢問題 文完成テスト ロールプレイ 
 
直接 間接 直接 間接 直接 間接 
JFI3 4 3 × × × × 
JFI4 3 5 × × × × 
JFI11 5 3 ○ × ○ × 
JFI18 4 3 × ○ × × 
JFI19 4 4 ○ ○ × × 
JFA1 5 4 ○ ○ × × 
JFA14 5 5 ○ × ○ × 
JFA16 5 5 ○ ○ × ○ 
JFA17 5 5 △ ○ × × 
JFA19 5 4 ○ × × × 
JSI2 5 5 ○ ○ ○ ○ 
JSI3 5 4 ○ ○ ○ × 
JSI4 5 3 ○ × ○ × 
JSI7 5 3 △ × ○ × 
JSI20 4 3 × ○ × × 
JSA3 5 5 ○ × × × 
JSA4 5 5 ○ ○ × ○ 
JSA12 5 5 ○ ○ ○ × 
JSA17 5 5 ○ ○ ○ ○ 








表 16 個人内における知識と産出(下位 5名) 
   テスト 
被験者 
選択肢問題 文完成テスト ロールプレイ 
 
直接 間接 直接 間接 直接 間接 
JFI1 0 0 × × × × 
JFI2 0 1 × × × × 
JFI12 1 0 × × × × 
JFI13 0 1 ○ × ○ × 
JFI8 3 1 × × × × 
JFA5 2 2 × ○ × ○ 
JFA7 5 1 × × × × 
JFA8 3 2 ○ × × × 
JFA9 3 1 × × × × 
JFA11 4 2 △ ○ × × 
JSI9 1 0 × × ○ × 
JSI10 1 0 × × × ○ 
JSI12 1 0 × × × × 
JSI13 0 0 ○ × ○ × 
JSI16 2 0 × × × × 
JSA2 3 1 ○ × × × 
JSA7 2 3 △ ○ × × 
JSA14 4 2 ○ × ○ × 
JSA16 3 2 △ ○ ○ ○ 













 表 17は JFL環境における N2レベルの学習者の「てくれる」の使用を示したものであ
る。選択肢問題テストの成績の上位 5名と下位 5名を同じ表に示した。 
 
表 17 JFI学習者の個人内の知識と産出 
   テスト 
被験者 
選択肢問題 文完成テスト ロールプレイ 
 直接 間接 直接 間接 直接 間接 
上 
位 
JFI3 4 3 × × × × 
JFI4 3 5 × × × × 
JFI11 5 3 ○ × ○ × 
JFI18 4 3 × ○ × × 
JFI19 4 4 ○ ○ × × 
下 
位 
JFI1 0 0 × × × × 
JFI2 0 1 × × × × 
JFI12 1 0 × × × × 
JFI13 0 1 ○ × ○ × 














 表 18は JSL環境における N2レベルの学習者の「てくれる」の使用を示したものであ
る。選択肢問題テストの成績の上位 5名と下位 5名を同じ表に示した。 
 
表 18 JSI学習者の個人内の知識と産出 
   テスト 
被験者 
選択肢問題 文完成テスト ロールプレイ 
 
直接 間接 直接 間接 直接 間接 
上 
位 
JSI2 5 5 ○ ○ ○ ○ 
JSI3 5 4 ○ ○ ○ × 
JSI4 5 3 ○ × ○ × 
JSI7 5 3 △ × ○ × 
JSI20 4 3 × ○ × × 
下 
位 
JSI9 1 0 × × ○ × 
JSI10 1 0 × × × ○ 
JSI12 1 0 × × × × 
JSI13 0 0 ○ × ○ × 













  表 19は JFL環境における N1レベルの学習者の「てくれる」の使用を示したもので
ある。選択肢問題テストの成績の上位 5名と下位 5名を同じ表に示した。 
 
表 19 JFA学習者の個人内の知識と産出 
   テスト 
被験者 
選択肢問題 文完成テスト ロールプレイ 
 
直接 間接 直接 間接 直接 間接 
上 
位 
JFA1 5 4 ○ ○ × × 
JFA14 5 5 ○ × ○ × 
JFA16 5 5 ○ ○ × ○ 
JFA17 5 5 △ ○ × × 
JFA19 5 4 ○ × × × 
下 
位 
JFA5 2 2 × ○ × ○ 
JFA7 5 1 × × × × 
JFA8 3 2 ○ × × × 
JFA9 3 1 × × × × 












表 20は JSL環境における N1レベルの学習者の「てくれる」の使用を示したものであ
る。選択肢問題テストの成績の上位 5名と下位 5名を同じ表に示した。 
 
表 20 JSA学習者の個人内の知識と産出 
   テスト 
被験者 
選択肢問題 文完成テスト ロールプレイ 
 
直接 間接 直接 間接 直接 間接 
上 
位 
JSA3 5 5 ○ × × × 
JSA4 5 5 ○ ○ × ○ 
JSA12 5 5 ○ ○ ○ × 
JSA17 5 5 ○ ○ ○ ○ 
JSA15 5 4 ○ ○ ○ ○ 
下 
位 
JSA2 3 1 ○ × × × 
JSA7 2 3 △ ○ × × 
JSA14 4 2 ○ × ○  × 
JSA16 3 2 △ ○ ○ ○ 











































表 21 フォローアップインタビューの内容 


























































田中さんを（   ）。ちょっとすっきりした。」と、問題(17) 「林くんがけがをした
僕の代わりに（  ）。助かったよ。」に当てはまる。そのことは、Ｎ2学習者に最も多
く見られた。また、Ｎ1学習者になると、文脈により判断した人のほうが多かった(③)。
































んが（   ）ので…」、問題(13)「うちのサークルはいつもリーダーが（   ）か
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調査資料出典 
(1)mic-Jコーパス(日本人へのインタビュー篇) 
(2)YNU書き言葉コパース 
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